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令和６年８月 27日（火）中央公民館ホールで草
加市民生委員児童委員協議会生活援護部会・障が
い児者部会主催のもと、全体研修会が開催されま
した。
今回は、知っているようで知らない福祉につい
て３つのテーマにわけてご講演いただきました。

特殊詐欺・消費者詐欺についてテーマ①

講演１では、上記のテーマについて、草加市消
費生活センターの山口玲子相談員からリフォーム
工事による詐欺や、架空請求、投資詐欺などを説
明していただきました。草加市役所くらし安全課
防犯対策係の高田永雄様から被害の手口や状況、
被害者の特徴や対策について説明していただきま

した。
地域包括支援センターの地域での役割についてテーマ②

講演２では、上記のテーマについて、草加市地
域包括支援センター社会福祉士部会新田西部地域
包括支援センターの野中幸平様、佐々木礼菜様、
草加川柳地域包括支援センターの遠藤恵里様から
高年者の皆様への様々な支援の詳細を説明してい
ただきました。

草加市の防災・避難所についてテーマ③

講演３では、上記テーマについて、草加市役所
市長室危機管理課森井崇斗様から草加市の水害の
特徴や、避難時の注意点、日頃の備えなどを説明
していただきました。
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～参加者の感想・コメント～
● 草加市の現状について知ることが出来てよかったです。災害時の対策も日頃より準備しておく必要が大切

だと改めて思いました。本日はとても役に立つ研修となりました。
● 消費者ホットライン「188（イヤヤ）」の相談窓口を知ることができ、とてもためになりました。備えてお

くものや防災グッズの数量なども勉強になりました。特殊詐欺ランキングの話では人口比率の割合に当て
はめると草加市は県内ナンバーワンの被害の多さに驚きました。

● 避難所運営についてもう少し詳しく知りたかったです。自助が大切なことも分かりました。

全体研修会が開催されました
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近年の地球温暖化による異常気象で、洪水のリスク
が高まり、民生委員・児童委員として普段から地域住
民や特に要支援者の把握に努め異常な大雨に備える必
要性を強く感じます。

草加市は大きな河川に挟まれ、特
有の地形で水害が起こりやすく、令
和5年 6月、台風２号の大雨（線状
降水帯）で内水氾濫による大きな被
害が発生しました。

特に、松江地区は低地で、今回も浸水被害があり松江
中央町会会長、及び民生委員の加藤茂さんは、綾瀬川の
谷古宇水位観測所の氾濫水位を超えたのを確認し市に連
絡しました。周辺が浸水し、夜間だったので町会で見て
回るのには危険だったと語りました。
事後処理として、浸水被害を受けた家には、粗大ごみ
のゴミ収集を進め消毒も要請、罹災証明書を受ける為の
調査員要請も行いました。
加藤さんは新聞やNHKのメディアにも取り上げられ
日頃の地域社会への活動が、住民の安心安全に寄与した
ものと思われます。

我が国では、南海トラフ地震や首都直下型地震など
の恐れも高まってきています。

民生委員・児童委員活動
全国民生委員児童委員連合会（全民児連）では、平
成 19年の民生委員創設 90周年に際しての全国運動と
して「災害時一人も見逃さない運動」を提唱し災害に
より地域の高齢者などの要援護者が犠牲にならないよ
う、平常時から「災害時要援護者台帳」を作成する等、
その支援体制の構築を推進しました。
しかし、東日本大震災に於いては、この「災害時一
人も見逃さない」という言葉が民生委員・児童委員の
強い使命感と相まって、56人もの委員の犠牲を生じる
こととなりました。
全民児連による災害に備える 10ヶ条には、先ず第 1
条で自分自身と家族の安全を最優先とし、第 2条で無
理のない行動を心がける。自らの安全が確保出来てこ
そ、災害の大きさによっては長期にわたる避難、復興、
復興期に於いては要支援者を支えることが可能になる
からです。
民生委員は、町会及び自治会と密に接し、行政とも

一体になり、第 4 条、
災害の備えは日頃の委
員活動の延長上にある
ことを意識する事が大
切と思われます。

全国民生委員児童委員連合会による災害に備える10ヶ条
災害活動の実例と民生委員・児童委員活動

10 月 11 日、第３回主任児童委員会にて埼玉県立草加かがやき特別
支援学校の見学と高等部のキラキラカフェにお邪魔してきました。カ
フェは、お客さんで満席で地域の方々や保育室の子ども達も美味しそ
うに飲み物を飲んでいました。在校生も親も地域の人達にも憩いの場
になっているのを感じました。生徒も緊張ぎみながら、どの子も真剣
な眼差しでていねいな接客をしていました。みんながキラキラできる場所に、皆さんも是非、行ってみてください。

主任児童委員会より

災害に備える民生委員・児童委員活動

全国民生委員児童委員連合
会による災害に備える10ヶ
条の詳細はQRコードにて、
ご確認ください。

道路冠水、家屋が浸水　草加市松江地区付近で（加藤茂さん提供）

今年度は特別支援教育をテーマで取り組みました。

災害活動
の実例
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令和５年 10月から子供やお年寄りまでどなた
でも参加できる地域のふれあいの場として、民
生委員や地域のボランティアで「おいでココ」
を運営しています。お茶を飲みながらおしゃべ
り、脳トレ、歌、また絵本や民話の読み聞かせ
でひと時を楽しく過ごしています。これからも
たくさんの人がもっと集まるように輪を広げて
いきます。

今回はふれあい・見守り活動を中心にご紹介します

★おいでココ

★松楽苑夏祭り

草加川柳地区

草加市立養護老人ホーム「松楽苑」で夏祭りが
開催され参加させていただきました。開催が数年
ぶりと言う事もあり、皆さん楽しそうでした。
職員の方たちも準備は大変だったと思います
が、献身的な対応も感じられました。私たちも入
居者の方と一緒に和気あいあいのなか食事をご馳
走になりました。盆踊り大会もあり見よう見まね
で参加し楽しかったです。

★キッズフェスティバル

新田西部地区 草加東部地区

８月 25日勤労福祉会館にて親子で作る夏休み
の思い出作りとして、新田西部地区社協主催の
『キッズフェスティバル』が開催されました。民
生委員も協力して盛り上げました。

★新一年生の見守り

谷塚東部地区

ピカピカの新一年生を地域住民と民生委員が
一緒になり、登下校の見守り運動とともに挨拶
運動を実施しました。
� （写真は瀬崎小学校正門前にて）
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本年度は、コロナ禍で中止していた「まごころ通
信」を復活し、先ず、4ブロックの特色ある記事を
紹介。特集として、民生委員の災害に備える10ヶ
条と、草加で発生した水害の実例を掲載しました。
それに、プルタブ回収事業の社会貢献への関心も必
要と取り上げました。ご一読いただければ幸いです。
� 広報委員長　川端　淳二

編集後記

蓮沼　清光（担当理事）

青木　博子（谷塚東部）　　山本　弥生（谷塚中央）
川尻　　誠（谷塚西部）　　堀越　秀明（草加東部）
須賀　正勝（草加西部）　　𠮷田　浩士（草加稲荷）
川端　淳二（新田東部）　　浅野　弘義（新田西部）
藤田　葉子（草加川柳）　　小林　光雄（草加安行）

草加市スポーツ少年団では、平成 16年、創立 30
周年記念事業として、アルミ缶のプルタブを集めて
「車イス」を購入し希望団体に贈る活動を始めました。
スポーツ少年団団員や家族・回収ボックスを設置
している公共施設（コミセン等）そして市民の方か
らの主な 3ルートから集まり、集められたプルタブ
は仕分け作業を行い業者に売却し購入費用として令
和 6年度までに 64台の車イスや、社会福祉協議会
には朗読機、パソコンOHC（書画カメラ）等を贈呈、
また東日本大震災時には宮城県のスポーツ少年団へ
義援金300,000円、スポーツ用品一式を送っています。
これまで医療機関、介護老人福祉施設、など 11ヶ
所以上、多岐にわたり贈呈し諸々の合計は 270万円
以上になっています。
今後も車イスだけでなく、福祉関連先の希望に合
う形で援助を続けていきたいとの事です。
昨今の懸念点として少子化、子供のスポーツ活動
の減少傾向等でプルタ
ブの回収量も減ってき
ています。皆様に長い
間このような活動を
やっている事を知って
いただき少しでもプル
タブの回収にご協力を
お願いします。

車いすはいったいどこから…？

令和６年度　草加市青少年の主張大会
［R6.6.8］
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★埼玉県知事表彰
新田東部地区  野村　敏夫　 新田西部地区  帆足　福子

★埼玉県社会福祉大会会長表彰
草加稲荷地区  清水　光子　 谷塚中央地区  岡田哲次郎
草加西部地区  宇田川順子

埼玉県社会福祉大会

★埼玉県知事表彰
草加東部地区  渡辺　文江

県民の日記念式典

★民生委員及び児童委員知事功労章受章
草加西部地区  荒島まさ子

埼玉県民生委員・児童委員大会

★民生委員・児童委員功労者表彰
小西　夏江

★永年勤続民生委員・児童委員表彰
宇田川順子	 原田　正夫	 田口　　義
石鳥千代子	 山岸喜久雄	 中島　　博
田村けさ代	 鎌瀧　榮一	 髙野富士郎
篠崎　早苗	 中嶋けい子	 須鴨　一正
渡辺　清貴	 吉岡　和子	 田中　康予
清水　博明	 野口　淳子	 高野貴代子
髙𣘺　恭子	 唐牛　高栄	 田中　恭子
宮本麻里子	 大森眞理子	 小笠原由里映

全国民生委員児童委員連合会会長表彰

★草加市民生委員児童委員協議会
会長　丹下　和子

社会福祉功労者厚生労働大臣表彰

小学生の部 中村　優之介	 青柳小６年
「『思いやり』って何？」

中学生の部 芝田　周和	 新栄中 3 年
「夢を叶えるということ」

高校生の部 山本　なぎ	 草加南高 3 年
「私は私」

最優秀賞

草加市民生委員児童委員協議会は草加市青少年健全育成市民会議の団
体会員になっています。

方の者賞受会大 々
［敬称略］


